
日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

徳
川
家
康
の
璽
廟
と
し
て
名
高
い
日
光
山
（
日
光
東
照
宮
・
ニ
荒
山
神
社
・
輪
王
寺
の
い
わ
ゆ
る
二
社
一
寺
）
は
、
元
和
三
年
(
-
六

一
七
）
の
東
照
宮
創
建
以
来
、
「
寛
永
の
大
造
替
」
を
は
じ
め
度
重
な
る
増
改
築
・
修
復
を
経
て
今
日
ま
で
そ
の
偉
容
を
誇
っ
て
い
る
。

創
建
以
来
数
々
の
地
震
や
暴
風
雨
等
の
被
害
も
受
け
る
が
、
常
に
徳
川
幕
府
の
荘
厳
輝
く
存
在
と
し
て
の
聖
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に

修
復
が
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
限
っ
て
も
十
数
回
の
修
復
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
(
1
)

。
修
復
事
業
は
被
災
建
造
物
の
復
旧
再
建
だ
け
で

な
く
堂
塔
内
の
壁
画
や
仏
像
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
時
に
応
じ
て
絵
師
や
仏
師
も
動
員
さ
れ
て
い
る
。
日
光
山
へ
の
仏
像
調
進
に
つ
い

て
は
幕
府
御
用
仏
師
で
あ
る
七
条
仏
師
が
携
わ
っ
た
こ
と
が
美
術
研
究
本
大
仏
師
系
図
（
以
下
「
仏
師
系
図
」
）
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
が
、
仏
像
修
復
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
光
山
安
置
の
仏
像
に
関
し
て
は

建
造
物
修
理
工
事
報
告
書
に
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
輪
王
寺
法
華
堂
内
の
悉
皆
調
査
報
告
(
2
)

な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
が
、
日
光
山
全
体
の
修
復
事
業
と
絡
め
て
の
検
討
考
察
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

は
じ
め
に

ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

日
光
山
と
仏
師
民
部

長

谷

洋



筆
者
は
こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
、
日
光
東
照
宮
社
家
の
日
次
記
で
あ
る
「
御
番
所
日
記
」
を
通
し
て
日
光
山
に
お
け
る
仏
像
修
復
事
業

の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
元
禄
・
享
保
・
宝
暦
期
の
三
度
に
わ
た
る
修
復
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
得
る
こ
と
が
出
来
、
特
に

元
禄
・
享
保
期
の
修
復
に
大
き
く
関
わ
っ
た
の
が
仏
師
民
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

周
知
の
通
り
、
民
部
は
江
戸
石
町
四
丁
目
に
居
住
し
た
仏
師
で
、
英
一
蝶
の
悪
友
と
し
て
も
知
ら
れ
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に

八
丈
島
へ
流
罪
さ
れ
、
八
丈
島
や
三
宅
島
で
多
く
の
造
像
を
行
っ
て
い
る
。
三
宅
島
・
満
願
寺
薬
師
如
来
像
銘
記
に
は
、
「
運
慶
二
十
五

代
仏
師
」
「
民
部
友
善
」
と
記
し
、
ま
た
八
丈
島
・
宗
福
寺
誕
生
仏
像
で
は
「
菊
池
民
部
」
と
も
記
し
て
い
る
(
3
)

。
近
年
で
は
民
部
の
父

も
ま
た
「
民
部
」
と
称
し
た
仏
師
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
4
)
0

仏
師
民
部
が
八
丈
島
流
罪
と
な
っ
た
経
緯
や
前
後
の
行
状
に
つ
い
て
は
、
涼
仙
老
樵
（
山
東
京
山
）
が
著
し
た
『
一
蝶
流
譲
考
』
（
天

保
八
年
・
一
八
三
七
）
や
喜
多
村
信
節
（
一
七
八
三
＼
一
八
五
六
）
の
『
箔
庭
雑
録
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
両
書
に
よ
れ
ば
、
「
鎌
倉

仏
師
二
十
二
代
目
」
の
民
部
は
、
仏
師
と
し
て
の
世
評
も
高
か
っ
た
が
、
元
来
放
蕩
者
で
多
賀
朝
湖
（
英
一
蝶
）
、
村
田
半
兵
衛
と
も
交

遊
が
深
く
遊
芸
を
介
し
て
本
庄
資
俊
な
ど
権
家
の
贔
贋
を
受
け
、
桂
昌
院
の
縁
者
に
あ
た
る
六
角
広
治
を
遊
廓
に
誘
い
遊
女
を
身
請
け
さ

せ
て
お
り
、
そ
れ
が
も
と
で
元
禄
十
一
年
に
八
丈
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
宝
永
六
年
(
-
七

0
九
）
、
徳
川
綱
吉
逝
去
に
伴
う
将
軍
代
替

の
大
赦
に
よ
り
民
部
は
赦
免
さ
れ
て
江
戸
へ
も
ど
り
、
紅
葉
山
御
用
仏
師
と
な
っ
て
吹
上
御
庭
観
音
堂
二
十
八
部
衆
像
な
ど
を
制
作
し
た

と
さ
れ
て
い
る
(
5
)

。
両
書
は
仏
師
民
部
の
行
状
を
知
る
上
で
必
須
資
料
と
も
い
え
る
が
、
い
ず
れ
も
後
年
に
著
さ
れ
た
随
筆
や
論
考
で
あ

り
、
内
容
の
信
頼
性
に
や
や
欠
け
る
憾
み
は
否
め
な
い
(
6
)

。
加
え
て
民
部
の
作
品
は
八
丈
島
・
三
宅
島
に
多
く
残
り
、
流
罪
前
後
の
活
動

や
作
品
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
御
番
所
日
記
」
に
み
る
元
禄
・
享
保
・
宝
暦
期
で
の
仏
像
修
復
事
業
を
通
し
て
、
従
来
不
分
明
で
あ
っ
た
民
部

の
造
像
活
動
、
特
に
日
光
山
に
お
け
る
仏
像
修
復
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

元
禄
の
修
復

「
御
番
所
日
記
」
は
、
日
光
東
照
宮
社
家
が
貞
享
二
年
か
ら
慶
応
三
年
に
至
る
ま
で
書
き
継
い
だ
二
百
二
十
余
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
日
記

で
、
『
日
光
叢
書
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
(
7
)

。
元
禄
四
年
(
-
六
九
一
）
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
欠
本
や
一
部
に
欠
損
が
あ
る
も
の

の
ほ
ぼ
完
全
な
姿
を
留
め
て
お
り
、
さ
ら
に
遷
宮
や
臨
時
的
事
業
に
あ
っ
て
は
「
加
番
日
記
」
「
御
仮
殿
日
記
」
な
ど
別
編
の
日
次
記
も

著
さ
れ
て
お
り
「
御
番
所
日
記
」
と
重
複
す
る
箇
所
も
認
め
ら
れ
る
。
「
御
番
所
日
記
」
の
内
容
は
日
光
山
各
社
寺
で
の
年
中
行
事
、
祭

礼
、
参
拝
参
詣
、
殿
舎
の
修
復
や
一
山
や
領
内
で
起
っ
た
朝
夕
の
出
来
事
を
細
大
な
く
記
録
し
た
も
の
で
、
近
世
の
日
光
山
を
考
察
す
る

上
で
不
可
欠
な
史
料
と
い
え
る
。

以
下
、
「
御
番
所
日
記
」
の
記
事
を
通
し
て
各
時
期
の
修
復
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
引
用
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り

「
御
番
所
日
記
」
か
ら
の
も
の
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
適
宜
書
名
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
元
禄
期
の
修
復
事
業
か
ら
み
て
み
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
直
近
に
実
施
さ
れ
た
日
光
山
の
修
復
事
業
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
と
九
月
一
日
に
わ
た
っ
て
大
地
震
が
日
光
を
襲
っ
た
。
「
日
光
地
震
」
と
称
さ

れ
た
地
震
は

M
6
.
5
S
7
の
規
模
と
さ
れ
、
東
照
宮
内
の
石
塔
や
石
燈
籠
の
転
倒
、
大
猷
院
霊
廟
・
奥
院
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
の
破

損
倒
壊
な
ど
日
光
山
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
た
。
堂
塔
の
復
旧
修
復
は
す
ぐ
さ
ま
開
始
さ
れ
十
一
月
七
日
の
正
遷
宮
に
よ
っ
て
完
成

を
み
て
い
る
が
、
修
復
事
業
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
一
月
下
旬
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
時
仏
像
修
復
を
担
当
し
た
の
は
七
条

左
京
康
祐
で
、
「
仏
師
系
図
」
に
は
「
同
年
（
天
和
三
年
）
日
光
山
諸
堂
仏
像
三
仏
堂
本
尊
修
覆
其
外
彫
物
等
修
覆
」
と
記
さ
れ
、
康
祐



が
仏
像
修
復
だ
け
で
な
く
建
造
物
の
彫
物
も
修
繕
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
8
)

。
こ
の
こ
と
か
ら
天
和
三
年
の
日
光
山
修
復
は
、
七

条
左
京
康
祐
が
担
当
し
た
こ
と
が
了
解
で
き
る
。

さ
て
「
御
番
所
日
記
」
貞
享
五
年
（
元
禄
元
年
・
一
六
八
八
）
九
月
五
日
条
に
は
、
使
番
柴
田
三
左
衛
門
、
書
院
番
中
川
喜
左
衛
門
、

被
官
谷
田
清
三
郎
、
片
山
三
七
、
大
工
頭
鈴
木
長
兵
衛
、
大
工
鶴
飛
騨
ら
幕
府
の
実
務
者
ら
が
続
々
と
日
光
へ
到
着
し
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
彼
等
は
翌
々
日
よ
り
約
一
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
日
光
山
各
所
を
つ
ぶ
さ
に
見
分
し
た
後
、
江
戸
に
戻
っ
て
幕
府
に
日
光
山
の
現
状

を
報
告
、
幕
府
は
建
造
以
来
半
世
紀
に
し
て
初
め
て
日
光
山
の
大
規
模
修
復
の
必
要
性
を
認
め
た
。
こ
こ
に
元
禄
の
修
復
事
業
が
開
始
さ

れ
る

(
9
)
0

元
禄
元
年
十
一
月
二
十
一
日
に
は
「
仏
師
二
人
参
す
い
ち
ん
な
と
様
子
見
申
候
尤
御
別
所
ヨ
リ
申
来
由
也
」
と
あ
っ
て
、
仏
師
二
人
が

随
神
像
な
ど
の
状
況
見
分
に
来
た
こ
と
を
伝
え
る
。
さ
ら
に
十
二
月
三
•
四
日
に
は
「
大
佛
師
角
之
丞
為
拝
見
伺
公
智
教
坊
同
道
」
と

（ママ）

あ
っ
て
、
仏
師
角
之
丞
が
拝
見
に
来
た
こ
と
を
記
し
、
同
様
の
記
述
は
「
御
仮
殿
御
番
所
日
記
」
極
月
四
日
条
に
「
大
仏
師
角
忍
御
本

地
護
摩
堂
十
二
天
等
拝
見
智
教
坊
同
道
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
角
之
丞
が
護
摩
堂
十
二
天
像
な
ど
を
拝
見
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
翌

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
十
八
日
に
は
「
大
仏
師
右
京
雷
神
風
神
之
寸
法
取
候
為
御
用
来
ル
別
所
ヨ
リ
智
教
坊
案
内
二
て
参
候
相
済

退
去
」
と
あ
っ
て
、
右
京
が
雷
神
・
風
神
像
の
採
寸
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
見
分
を
一
連
の
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、
仏
師
二
人
は
「
角
之
丞
」
「
右
京
」
と
み
ら
れ
る
。
「
角
之
丞
」
の
名
は
宿
院
仏
師
源
次
・

源
三
郎
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
大
阪
・
金
剛
寺
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
（
天
文
十
九
年
・
一
五
五

0
)
の
頭
部
内
修
理
銘
（
元
禄
十
四
年
）
に

康
伝
や
法
印
康
祐
の
名
前
と
共
に
み
え
(10)
、
七
条
仏
師
配
下
の
者
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
雷
神
・
風
神
像
を
採
寸
し
た
右
京

も
角
之
丞
と
の
関
係
や
金
隋
寺
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
修
理
銘
、
元
禄
一

0
年
の
高
野
山
大
門
金
爾
力
士
像
関
係
文
書
(11)

か
ら
す
れ
ば
康
伝
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
天
和
の
修
復
時
と
同
様
に
七
条
仏
師
が
元
禄
の
修
復
事
業
に
参
入
す
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1
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H
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

し
か
し
「
御
番
所
日
記
」
は
翌
月
、
別
の
仏
師
の
登
湯
を
伝
え
る
。
三
月
十
一
日
条
に
は
「
大
仏
師
民
部
宮
内
手
代
四
五
人
同
道
二
而

二
王
門
陽
命
門
薬
師
十
二
神
こ
ま
い
ぬ
見
分
致
候
御
拝
殿
開
拝
見
為
致
候
大
乗
坊
本
行
坊
同
道
之
」
と
記
さ
れ
、
「
御
仮
殿
御
番
所
日

記
」
に
も
「
昨
日
大
仏
師
運
永
井
民
部
卿
登
山
御
本
地
堂
本
尊
不
残
其
外
御
門
之
仏
像
見
分
今
日
相
済
」
（
三
月
十
一
日
条
）
あ
る
い

は
「
仏
師
運
恵
御
本
地
堂
本
尊
為
拝
見
来
也
」
（
三
月
十
三
日
条
）
と
あ
っ
て
、
民
部
、
宮
内
、
運
永
を
含
む
六
、
七
名
の
仏
師
が
日

光
山
に
参
じ
て
仏
像
を
見
分
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
民
部
は
冒
頭
に
述
べ
た
仏
師
民
部
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
、
八
丈
島
・

宗
福
寺
釈
迦
如
来
坐
像
体
内
木
札
銘
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
こ
の
時
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
(12)

。
民
部
の
居
住
地
や
「
鎌
倉
仏
師
二
十
二
代

目
」
（
『
一
蝶
流
譲
考
』
）
と
す
る
点
か
ら
宮
内
、
運
永
（
恵
）
も
同
じ
く
江
戸
仏
師
あ
る
い
は
鎌
倉
と
関
係
の
あ
る
仏
師
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る

(
1
3
)
0

さ
て
民
部
・
運
永
（
恵
）
ら
は
「
御
本
地
堂
本
尊
不
残
其
外
御
門
之
仏
像
見
分
」
し
て
お
り
、
角
之
丞
が
拝
見
し
た
「
御
本
地
護
摩
堂

十
二
天
等
」
と
も
重
複
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
の
修
復
事
業
に
関
し
て
民
部
・
宮
内
ら
「
関
東
仏
師
」
と
京
都
・
七
条

仏
師
と
の
競
望
は
免
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
御
仮
殿
御
番
所
日
記
」
元
禄
二
年
五
月
九
日
条
に
次
の
記
述
を
み
い
だ
す
。

一
大
仏
師
左
京
親
子
共
二
十
戴
ヶ
国
御
追
放
是
ハ
御
宮
御
用
二
付
積
方
万
端
不
宜
仕
方
二
付
也
之
由

五

「
積
方
」
と
は
見
積
り
（
積
算
）
を
指
す
と
み
ら
れ
、
御
宮
（
東
照
宮
）
御
用
の
不
正
な
積
算
が
「
万
端
不
宜
」
と
い
う
こ
と
で
左
京
父

子
は
十
ニ
ヶ
国
か
ら
追
放
と
な
る
。
先
ほ
ど
の
康
伝
・
角
之
丞
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
左
京
と
は
七
条
左
京
康
祐
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
康
祐

は
日
光
山
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
康
祐
の
追
放
に
つ
い
て
は
後
年
の
資
料
な
が
ら
黄
漿
山
萬
福
寺
の
史
料
で
あ
る
『
黄
槃
山



知
客
寮
須
知
』
元
禄
七
年
条
に
み
え
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
従
前
ま
で
黄
梁
山
仏
師
と
し
て
友
山
、
香
甫
、
康
祐
、
忠
円
の
四
名
が
い
た
が
、

そ
の
う
ち
康
祐
は
元
禄
初
年
頃
に
公
儀
の
命
に
よ
っ
て
京
都
追
放
と
な
っ
た
旨
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
(
g
、
こ
の
記
事
と
符
合
す
る
。
康
祐

の
追
放
は
日
光
山
の
み
な
ら
ず
本
拠
地
で
あ
る
京
都
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
翌
年
に
没
す
る
こ
と
に
な
る
康
祐
に
と
っ
て
一
大
事
件
で

も
あ
っ
た
。

康
祐
発
給
の
造
像
仕
様
書
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
京
都
・
石
清
水
八
幡
宮
岩
本
坊
宛
て
に
提
出
し
た
護
国
寺
薬
師
三
尊
像
、

十
二
神
将
像
の
修
復
新
造
に
係
る
「
注
文
」
が
あ
り
(15)

、
そ
れ
を
み
る
限
り
当
時
の
一
般
的
な
書
式
に
従
っ
て
お
り
不
審
な
点
は
見
当
た

ら
な
い
。
ま
た
仏
像
修
復
に
係
る
「
積
方
」
の
不
正
発
見
は
、
積
算
に
長
け
た
者
の
判
断
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
「
御
番
所
日
記
」
で
は

そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

と
も
か
く
両
者
の
競
望
は
意
外
な
結
末
を
迎
え
、
元
禄
の
修
復
事
業
は
民
部
・
宮
内
・
運
永
ら
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
御
仮

殿
御
番
所
日
記
」
で
は
六
月
二
十
三
日
夜
に
大
仏
師
雲
恵
が
日
光
山
に
到
着
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
六
月
二
十
四
日
条
）
。
「
雲
恵
」

は
前
述
の
逼
永
（
恵
）
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

二
十
八
日
に
は
「
御
本
地
十
二
神
御
本
尊
仏
師
請
取
御
紅
工
湯
へ
は
こ
ひ
申
候
承
仕
三
人
立
会
渡
之
」
と
あ
っ
て
、
本
地
堂
十
二
神
将

像
•
本
尊
像
が
仏
師
側
に
引
渡
さ
れ
、
「
御
紅
工
湯
」
で
修
復
に
着
手
し
た
こ
と
を
知
る
。
日
光
山
で
は
仏
像
修
復
に
際
し
て
臨
時
の
作

業
湯
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
仏
像
修
復
に
は
約
ニ
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
、
九
月
三
日
に
は
護
摩
堂
本
尊
の
彩
色
を
終
え
護
摩
堂
へ
戻
し
た

と
の
報
告
が
民
部
か
ら
あ
り
、
九
月
十
一
日
条
で
は
五
大
尊
・
十
二
天
像
の
彩
色
が
終
了
し
開
眼
に
至
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
ほ
か
、
一
〇

月
五
日
に
は
本
地
堂
の
二
天
像
•
四
天
王
像
や
本
尊
も
修
復
を
終
え
て
日
光
山
へ
戻
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る(

1
6
)
0

翌
元
禄
三
年
＋
月
十
四
日
に
は
、
修
復
後
の
竣
工
検
査
と
し
て
表
門
（
現
大
猷
院
仁
王
門
）
仁
王
像
の
修
正
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー
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民
部
流
罪

七

一
今
度
御
普
請
御
出
来
已
後
御
彩
色
井
仁
王
仏
像
所
々
は
げ
そ
ん
じ
候
＿
＿
付
奉
行
衆
依
御
内
意
為
内
見
分
大
仏
師
民
部
狩
野
探
信

弟
子
幽
智
側
六
大
工
棟
梁
理
兵
衛
昨
夜
着
今
午
ノ
刻
大
楽
院
同
道
二
て
見
分
但
見
分
過
左
兵
衛
殿
御
目
付
江
右
之
者
共
参
候
右
御
さ
い

色
芳
々
損
候
所
々
当
目
付
ヨ
リ
御
老
中
江
御
注
進
二
て
大
久
保
加
賀
守
殿
両
奉
行
衆
江
被
仰
渡
候
旨
者
三
年
ヶ
内
損
候
分
は
参
候
て
修

覆
仕
候
様
二
被
仰
渡
由
右
之
参
候
者
共
申
候

十
六
日
に
は
「
仏
師
絵
師
大
工
棟
梁
芳
々
損
候
処
修
覆
」
と
あ
っ
て
民
部
も
仁
王
像
の
手
直
し
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

以
上
、
元
禄
の
修
復
事
業
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
天
和
三
年
の
修
復
事
業
と
同
様
に
七
条
仏
師
の
康
祐
・
康
伝
ら
が
諸
像
の
見
分
・
採

寸
を
行
っ
た
が
、
後
に
民
部
・
宮
内
・
運
永
ら
「
関
東
仏
師
」
も
見
分
を
行
い
、
競
望
す
る
か
に
思
わ
れ
た
が
、
康
祐
の
「
積
方
」
不
正

が
露
見
し
日
光
を
追
放
さ
れ
、
民
部
・
宮
内
・
運
永
ら
が
仏
像
修
復
に
携
わ
っ
た
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

元
禄
の
修
復
後
も
神
輿
金
物
な
ど
些
細
な
修
理
や
地
震
も
あ
っ
た
が
、
日
光
山
は
し
ば
ら
く
の
間
、
総
じ
て
「
御
宮
御
安
全
」
な
日
々

が
続
く
。

と
こ
ろ
が
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
八
月
二
十
三
日
条
に
「
大
仏
師
民
部
籠
舎
被
仰
付
由
」
と
記
さ
れ
、
日
光
山
は
仏
師
民
部
が
入
牢

し
た
こ
と
を
知
る
。
「
御
番
所
日
記
」
は
入
牢
に
至
っ
た
事
情
や
以
後
の
民
部
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
『
一
蝶
流
譲
考
』
が
語

る
よ
う
に
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
交
遊
仲
間
で
あ
っ
た
多
賀
朝
湖
（
英
一
蝶
）
、
村
田
半
兵
衛
と
も
ど
も
流
罪
と
な
り
、
多
賀
朝

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー



湖
は
三
宅
島
へ
、
仏
師
民
部
と
村
田
半
兵
衛
は
八
丈
島
へ
と
流
さ
れ
た
。
以
後
、
赦
免
さ
れ
る
宝
永
六
年
(
-
七

0
九
）
ま
で
の
一

0
余

年
間
、
民
部
は
八
丈
島
で
造
像
を
行
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
て
民
部
不
在
で
の
日
光
山
の
修
復
事
業
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
幸
い
元
禄
の
修
復
か
ら
あ
ま
り
時
を
経
て
お

ら
ず
大
規
模
な
修
復
計
画
は
な
か
っ
た
が
、
「
御
番
所
日
記
」
に
は
元
禄
十
二
年
八
月
に
日
光
山
を
襲
っ
た
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
状
況
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

去
十
五
日
之
風
雨
二
付
中
禅
寺
本
社
少
々
破
損
拝
殿
古
木
折
か
＞
り
大
破
鳥
居
吹
居
レ
別
所
も
ミ
ノ
木
折
か
＞
り
大
破
舟
戴
双
行
方
不

（ママ）

知
流
失
日
輪
寺
古
木
折
か
＞
り
堂
打
破
り
本
尊
五
大
尊
井
豊
道
上
人
之
像
迄
不
残
打
破
り
其
外
所
々
破
損
無
恨
太
平
大
木
湯
元
迄
山

中
大
木
小
木
其
数
不
知
損
或
ハ
中
折
或
ハ
根
よ
り
吹
た
を
し
候
也
。
為
見
分
今
日
御
目
付
御
登
山
也
（
同
十
八
日
条
）

記
事
に
よ
れ
ば
八
月
十
五
日
の
暴
風
雨
は
、
中
禅
寺
湖
南
岸
に
位
置
す
る
日
輪
寺
の
古
木
を
な
ぎ
倒
し
、
折
れ
た
古
木
が
堂
を
直
撃
、

堂
内
の
本
尊
五
大
尊
像
や
勝
道
上
人
像
を
破
損
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
た
。
被
災
後
さ
っ
そ
く
堂
舎
修
復
に
取
り
掛
か
っ
た

が
、
仏
像
修
復
は
被
災
の
二
年
後
と
な
る
。
元
禄
十
四
年
（
一
七

0
-
)
五
月
朔
日
条
に
は
「
今
度
護
摩
堂
五
大
薬
師
堂
拾
戴
神
為

御
修
復
大
仏
師
八
人
登
山
今
日
御
見
分
二
稲
葉
河
内
守
殿
御
出
也
」
と
あ
っ
て
仏
像
修
復
に
は
八
名
の
仏
師
が
日
光
山
に
登
り
、
翌
日
に

は
見
分
に
基
づ
い
た
「
私
用
帳
」
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
輪
寺
諸
像
の
修
復
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
五
月
十
五
日
に
は
常
行
堂
に

於
い
て
「
中
禅
寺
濱
之
」
五
大
尊
像
や
不
動
明
王
像
、
勝
道
上
人
像
の
開
眼
供
養
が
な
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
七
月
五
日
に
は
「
河
内
守

殿
被
仰
候
者
護
摩
堂
薬
師
堂
之
御
本
尊
御
修
復
二
仏
師
拾
八
人
二
被
仰
付
よ
し
申
来
候
趣
大
楽
院
御
咄
也
」
と
あ
り
仏
師
が
増
強
さ

れ
て
い
る
。
七
月
十
八
日
条
に
は
、
「
巳
刻
護
摩
堂
本
尊
不
残
御
本
地
堂
本
尊
不
残
御
修
復
為
彩
色
仏
師
共
方
へ
今
日
大
楽
院
ヨ
リ
被

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

八



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

九

相
渡
之
河
内
守
殿
二
も
依
之
別
所
迄
御
出
之
由
也
」
と
あ
っ
て
、
仏
師
の
増
強
に
よ
っ
て
護
摩
堂
•
本
地
堂
の
諸
仏
像
が
す
べ
て
修
復
と

な
っ
た
。
九
月
十
一
日
に
は
護
摩
堂
本
尊
、
本
地
堂
十
二
神
将
像
が
開
眼
供
養
さ
れ
て
お
り
、
修
復
に
は
約
ニ
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
て
い

る。
こ
れ
ら
一
連
の
記
事
か
ら
は
、
護
摩
堂
や
五
大
薬
師
堂
な
ど
日
光
山
の
修
復
を
名
目
に
八
人
の
仏
師
に
よ
る
見
分
が
あ
り
、
彼
等
に

よ
っ
て
ま
ず
日
輪
寺
諸
像
が
修
復
ざ
れ
、
次
い
で
護
摩
堂
•
本
地
堂
の
本
格
的
な
仏
像
修
復
が
意
図
さ
れ
て
十
八
名
と
い
う
仏
師
の
増
強

が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
積
極
的
な
仏
像
修
復
は
、
元
禄
十
三
年
に
「
日
光
目
付
」
に
替
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
日
光
奉

行
」
の
使
番
で
あ
っ
た
稲
葉
正
能
（
河
内
守
）
の
意
向
、
指
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
稲
葉
河
内
守
の
積
極
な
修
復
策
は
日
光
奉
行
の
総
意
に
拠
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
元
禄
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
条

に
次
の
記
述
を
み
る
。

御
宮
御
安
全
辰
中
刻
井
上
周
防
守
御
出
修
理
出
合
申
候

一
御
本
地
堂
護
摩
堂
御
本
尊
御
見
分
被
成
候
所
護
摩
堂
五
大
尊
当
年
御
修
復
之
分
少
々
は
出
申
候
此
段
御
注
進
不
致
候
ハ
、

成
申
間
敷
候
よ
し
被
仰
御
帰
候
尤
大
楽
院
立
合
也

井
上
周
防
守
と
は
「
日
光
奉
行
」
の
目
付
で
あ
っ
た
井
上
正
清
（
周
防
守
）
で
、
二
十
四
日
の
記
事
は
、
目
付
で
あ
る
井
上
正
清
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
の
修
復
に
つ
い
て
年
内
は
黙
認
す
る
も
の
の
、
修
復
料
等
の
請
求
（
「
御
注
進
」
）
は
求
め
て
く
れ
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

以
後
の
修
復
継
続
に
つ
い
て
「
御
番
所
日
記
」
は
何
ら
記
し
て
い
な
い
が
、
翌
元
禄
十
五
年
八
月
十
一
日
に
「
仏
師
宗
頭
宮
内
来
ル



護
摩
堂
本
尊
彩
色
無
心
元
存
為
内
見
伺
公
之
由
也
」
と
あ
っ
て
仏
師
側
か
ら
打
診
さ
れ
て
い
る
。
「
宗
頭
」
の
意
味
は
不
明
な
が
ら
仏
師

十
八
人
の
棟
梁
で
あ
ろ
う
か
。
「
宗
頭
宮
内
」
が
多
数
の
配
下
を
率
い
て
修
復
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
元
禄
修
復
時
か
ら
十
数
年
離

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
民
部
と
共
に
日
光
山
へ
来
た
宮
内
と
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
民
部
流
罪
中
も

日
光
山
の
修
復
は
「
関
東
仏
師
」
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
稲
葉
河
内
守
が
進
め
た
修
復
事
業
は
幕
府
の

公
認
を
得
た
も
の
で
は
な
く
、
日
光
山
側
の
意
向
を
受
け
た
稲
葉
の
独
善
的
行
為
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
幕
府
に
と
っ
て
日
光
山
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
日
光
山
へ
毎
年
例
幣
使
の
発
遣
を
行
い
、
御
神
領
と
称

さ
れ
る
近
隣
七
十
四
余
郷
に
及
ぶ
所
領
を
寄
進
し
、
ま
た
日
光
山
の
最
高
責
任
者
と
し
て
法
親
王
を
「
輪
王
寺
宮
」
と
し
て
迎
え
て
毎
年

四
月
・
九
月
・
十
二
月
に
は
日
光
へ
登
山
さ
せ
る
な
ど
幕
府
関
係
の
社
寺
の
中
で
も
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
神
領
や
日
光
山
内

の
諸
管
理
を
行
な
う
日
光
奉
行
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
光
山
の
財
政
基
盤
や
運
営
を
み
る
と
、
破
格
の
厚
遇
と
は
裏
腹
の
事

情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(17)

。
神
領
か
ら
の
貢
租
や
初
穂
料
等
の
収
益
は
専
ら
日
光
山
二
社
一
寺
の
日
常
を
最
低
限
維
持
す
る
だ
け
に

過
ぎ
ず
、
堂
塔
修
復
や
造
営
に
関
し
て
は
元
禄
の
修
復
で
み
た
よ
う
に
幕
府
か
ら
直
接
に
指
示
と
出
資
を
仰
い
で
い
た
。
日
光
奉
行
の
経

費
も
一
部
を
除
き
同
様
の
扱
い
で
あ
り
、
日
光
山
は
豪
奢
な
堂
塔
と
は
裏
腹
に
常
に
経
済
的
困
窮
に
あ
え
い
で
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
修
復
料
の
請
求
は
日
光
奉
行
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
井
上
正
清
（
周
防
守
）
や
幕
府
と
し
て
は
関
知
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

民
部
赦
免
後
の
日
光
山

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

1
0
 



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

東
照
宮
百
回
神
忌

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
宝
永
六
年
(
-
七

0
九
）
に
民
部
は
将
軍
代
替
の
大
赦
に
よ
り
赦
免
さ
れ
て
江
戸
へ
戻
っ
た
。
戻
っ
た
直
後
の

民
部
の
動
向
は
知
ら
れ
な
い
が
、
日
光
山
で
は
正
徳
五
年
の
東
照
宮
百
回
神
忌
（
家
康
百
回
忌
）
を
控
え
て
山
内
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た。
正
徳
三
年
（
一
七
―
―
―
-
)
四
月
八
日
に
は
漆
奉
行
両
名
、
手
代
三
名
と
共
に
大
仏
師
左
京
が
本
地
堂
仏
像
を
、
ま
た
同
月
一

0
日
に
は

大
仏
師
左
京
が
内
陣
狛
犬
一
対
の
損
傷
状
態
を
見
分
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
仏
師
左
京
」
に
関
し
て
は
、
宝
永
七
年
(
-
七
一

0
)
に

「
京
都
七
條
法
眼
左
京
」
が
常
憲
院
霊
廟
四
天
像
（
現
神
奈
川
・
泉
澤
寺
像
）
を
制
作
し
て
お
り
、
ま
た
「
仏
師
系
図
」
に
よ
れ
ば
同
事

蹟
が
二
十
八
代
康
伝
の
事
蹟
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
康
伝
と
推
測
さ
れ
て
お
り
(18)

、
七
条
仏
師
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
え
な
い
。

東
照
宮
百
回
神
忌
に
伴
う
修
復
に
お
い
て
も
再
び
七
条
仏
師
が
見
分
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
正
徳
三
年
閏
五
月
二
十
八
日
に
は

御
本
地
堂
護
摩
堂
本
尊
其
外
仏
像
不
残
大
仏
師
民
部
方
へ
手
替
承
仕
立
合
相
渡
ス
ナ
リ
仏
像
御
修
覆
小
屋

此
所
江
移
之

と
記
さ
れ
、
本
地
堂
・
護
摩
堂
を
は
じ
め
全
て
の
仏
像
修
復
の
担
当
者
が
「
大
仏
師
民
部
方
」
に
「
手
替
」
（
変
更
）
さ
れ
、
民
部
方
へ

仏
像
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
「
御
番
所
日
記
」
で
は
こ
れ
以
前
に
民
部
が
見
分
に
来
た
記
事
は
な
く
、
さ
ら
に
民
部
方
が
修
復
を
承
る

以
前
に
「
仏
像
御
修
覆
小
屋
」
が
仮
設
さ
れ
て
お
り
、

H
光
山
と
民
部
方
と
の
間
に
何
等
か
の
計
略
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

翌
日
に
は
「
御
内
陣
之
駒
犬
戴
疋
是
ハ
仏
師
方
へ
渡
ス
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
仏
師
方
」
が
「
民
部
方
」
を
示
す
の
か
、
先
に
内

御
仮
屋
承
仕
之
前
二
出
来



陣
狛
犬
を
見
分
し
た
七
条
仏
師
を
示
す
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
修
復
で
も
「
民
部
方
」
が
優
位
で
あ
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
。

い
ま
『
重
要
文
化
財
輪
王
寺
本
堂
（
三
仏
堂
）
修
理
工
事
報
告
書
』
(19)

に
よ
れ
ば
、
三
仏
堂
本
尊
の
う
ち
阿
弥
陀
如
来
像
胎
内
に
は
正

徳
二
年
十
月
の
銘
札
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
阿
弥
陀
御
再
興
」
「
大
仏
師
法
橋
民
部
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
千
手
観
音
像
胎
内
に
も

同
様
の
銘
札
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
民
部
は
少
な
く
と
も
正
徳
二
年
よ
り
本
地
堂
・
護
摩
堂
の
諸
像
修
復
に
携

わ
っ
て
お
り
、
正
徳
三
年
に
七
条
仏
師
が
内
陣
狛
犬
を
見
分
し
た
も
の
の
、
三
仏
堂
諸
像
修
復
は
民
部
方
に
よ
る
一
連
の
事
業
と
し
て
把

握
で
き
よ
う
。
正
徳
四
年
二
月
二
十
六
日
に
も
「
随
身
彩
色
損
有
之
付
大
仏
師
民
部
来
り
今
朝
御
仮
屋
承
仕
所
II

下
修
覆
仕
候
」
と

あ
っ
て
、
東
照
宮
百
回
神
忌
に
伴
う
仏
像
修
復
は
、
ほ
ぼ
民
部
方
に
委
ね
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
八
月
二
十
六
日
に
は
護
摩
堂
本
尊
が
薬
師

堂
へ
移
さ
れ
て
い
る
。
「
御
番
所
日
記
」
に
は
修
復
完
成
後
、
東
照
宮
百
回
神
忌
の
御
経
開
闘
（
初
日
）
に
あ
た
る
正
徳
五
年
四
月
七
日

に
大
仏
師
・
大
経
師
が
御
膳
所
入
口
に
詰
め
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

享
保
の
修
復
事
業

正
徳
の
修
復
以
来
、
二

0
年
近
く
の
歳
月
を
経
て
再
び
日
光
山
は
修
復
の
時
期
を
迎
え
た
。
享
保
十
五
年
（
一
七
三

0
)
八
月
二
十
三

日
に
作
事
奉
行
小
菅
因
幡
守
正
親
以
下
幕
府
の
実
務
者
が
日
光
修
理
の
た
め
派
遣
さ
れ
る
旨
が
日
光
山
に
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
酒
井
讃

岐
守
忠
音
を
総
奉
行
と
し
、
普
請
奉
行
に
小
菅
因
幡
守
正
親
、
目
付
本
多
弥
八
郎
正
庸
、
使
番
布
施
孫
兵
衛
直
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ

て
、
十
二
月
二
十
一
日
に
は
鍬
入
れ
が
行
わ
れ
て
享
保
の
大
修
理
が
開
始
さ
れ
る
。

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
四
月
十
六
日
に
、
小
菅
因
幡
守
正
親
を
は
じ
め
と
す
る
諸
役
人
と
仏
師
・
絵
師
・
筋
方
が
本
地
堂
十
二
神

将
像
や
輪
蔵
「
仏
鉢
」
、
御
蔵
「
ゆ
い
ま
」
、
陽
明
門
の
風
神
雷
神
像
、
護
摩
堂
の
五
大
尊
像
を
見
分
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
仏
師
名
は
知

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

ら
れ
な
い
が
、
そ
の
後
も
続
い
た
見
分
に
よ
っ
て
仏
師
名
が
判
明
す
る
。
以
下
に
見
分
の
物
件
•
仏
師
名
を
掲
げ
る
。

四
月
二
十
五
日

四
月
二
十
九
日

五
月
三
日

内
々
陣
狛
犬

拝
殿
石
之
間
狛
犬

陽
明
門
風
神
雷
神
像
・
随
身
像

御
仮
殿
御
本
地
仏
像

内
陣
狛
犬
（
銅
御
蔵
西
側
に
て
）

法
橋
左
京
親
子

惣
町
仏
師
小
左
衛
門

惣
町
仏
師

大
仏
師
康
傭
左
京
親
子

大
仏
師
民
部

こ
の
た
び
は
民
部
、
七
条
仏
師
、
町
仏
師
の
三
者
が
日
光
山
の
仏
像
を
見
分
し
た
こ
と
に
な
る
。

八
月
一

0
日
に
は
「
御
本
地
堂
護
摩
堂
仏
像
今

H
仏
師
共
へ
相
渡
承
仕
出
勤
外
立
合
無
之
」
と
あ
っ
て
本
地
堂
・
護
摩
堂
の
仏
像
が
仏

師
へ
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
仏
師
共
」
が
誰
を
示
す
の
か
知
ら
れ
な
い
が
、
八
月
十
九
日
条
に
本
地
堂
本
尊
の
光
背
、
台
座
、

天
蓋
が
「
法
橋
民
部
方
」
へ
渡
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
仏
像
修
復
も
民
部
方
が
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。
九
月
二

十
六
日
に
は
護
摩
堂
十
二
天
像
、
本
地
堂
十
二
神
将
像
、
脇
侍
像
の
「
彩
好
」
が
出
来
、
本
地
堂
本
尊
の
天
蓋
、
台
座
、
光
背
も
完
成
し

て
御
番
所
へ
仏
師
が
運
び
置
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
十
月
二
日
に
は
拝
殿
石
之
間
の
狛
犬
一
対
が
漆
奉
行
立
会
い
の
も

と
で
「
町
仏
師
」
（
小
左
衛
門
か
）
に
渡
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
享
保
の
修
復
で
も
七
条
仏
師
だ
け
が
排
除
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
民
部
と
日
光
山
の
密
接
な
関
係
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
の
記
事
に
端
的
に
う
か
が
え
る
。

元
文
時
の
修
復
は
、
建
物
及
び
そ
の
補
彩
が
主
た
る
内
容
で
直
接
仏
像
修
復
に
関
わ
る
記
事
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
元
文
五
年
九
月
二

日
条
に
以
下
の
記
事
を
見
い
だ
す
。



一
当
正
月
新
宮
外
遷
座
被
仰
出
候
節
二
主
膳
安
居
院
へ
申
入
候
は
新
宮
御
神
鉢
殊
外
御
古
ひ
被
遊
候
間
御
安
移
共
御
太
切
二
御
座

候
就
夫
御
空
殿
之
内
勝
道
上
人
御
作
之
由
権
現
様
御
く
し
計
り
納
申
候
外
遷
座
前
二
御
拝
見
被
成
何
と
そ
御
再
興
被
遊
御
納
置
候
様

と
私
共
年
来
奉
願
罷
有
候
此
度
幸
二
仏
師
等
可
参
候
間
了
簡
被
仰
上
候
様
二
仕
度
旨
御
咄
申
候
則
安
居
院
拝
見
被
申
五
月
十
一
日
之

正
遷
座
節
円
光
院
も
拝
見
被
申
候
十
二
日
二
安
居
院
主
膳
へ
御
内
意
正
月
被
申
候
御
神
鉢
御
く
し
御
再
興
被
仰
出
候
併
先
密
々
二
仕

候
様
二
と
の
御
事
夫
ヨ
リ
諸
所
御
修
宮
相
済
候
間
大
仏
師
民
部
二
密
々
被
仰
付
御
本
坊
御
長
屋
二
て
御
清
メ
仕
下
職
人
迫
清
服
別
火
仕

右
之
御
く
し
御
再
興
初
七
月
中
御
出
来
閏
七
月
朔
日
主
膳
へ
も
拝
見
若
古
ひ
所
も
有
之
候
哉
安
居
院
被
申
候
所
何
之
存
所
も
無
御

座
候
段
申
上
先
御
案
二
奉
入
先
日
廿
七
日
二
新
宮
御
内
陣
二
御
案
座
（
中
略
）
同
廿
八
日
御
開
眼
御
供
養
学
頭
衆
徒
中
拾
人
御

拝
殿
二
出
法
事
有
之
御
内
陳
二
神
供
神
酒
御
茶
等
上
ス
安
養
院
法
楽
主
膳
奉
幣
井
御
祓
執
行
相
畢
而
学
頭
衆
中
出
仕
之
面
々
御
内
陳
入

御
神
拝
仏
師
民
部
も
御
本
社
御
床
二
て
拝
礼
神
酒
頂
戴
夫
ヨ
リ
御
本
坊
二
て
学
頭
衆
中
安
養
院
主
膳
二
は
罷
出
候
神
人
宮
仕
都
合
拾
人

仏
師
民
部
迫
御
料
理
被
下
ス

大
意
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

元
文
元
年
正
月
に
新
宮
の
仮
殿
へ
の
遷
座
を
仰
せ
付
か
っ
た
折
、
御
番
所
の
古
橋
主
膳
が
安
居
院
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容

と
は
、
新
宮
御
神
鉢
は
殊
の
ほ
か
古
像
で
大
切
に
移
座
し
よ
う
と
殿
内
を
み
れ
ば
、
勝
道
上
人
御
作
と
さ
れ
る
権
現
像
は
「
御
く
し
」

（
頭
部
）
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
仮
殿
遷
座
以
前
に
何
と
か
再
興
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
幸
い
に
も
仏
師
が
日
光
山
に
来
て
い
る

間
に
再
興
し
た
い
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
安
居
院
も
現
状
を
拝
見
し
、
五
月
十
一
日
の
正
遷
座
の
時
に
円
光
院
も
拝
見
し
、
十
二
日
に

は
安
居
院
か
ら
内
膳
へ
内
意
が
伝
え
ら
れ
内
密
に
再
興
す
る
よ
う
に
と
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
諸
所
修
復
の
間
、
仏
師
民
部
へ
内
密
に

再
興
の
仰
せ
が
あ
っ
て
再
興
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
本
坊
長
屋
に
て
民
部
は
も
と
よ
り
下
職
人
ま
で
潔
斎
し
て
身
を
清
め
、
衣
服
を
改
め

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

一
四



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
—

一
五

別
火
と
し
た
上
で
行
わ
れ
七
月
中
に
完
成
し
た
。
閏
七
月
朔
日
に
主
膳
が
再
興
像
を
拝
見
し
「
古
ひ
所
」
（
当
初
部
位
）
が
あ
る
か
と
尋

ね
た
が
、
安
居
院
は
ど
こ
に
も
な
い
と
申
し
上
げ
て
い
る
。
権
現
像
は
八
月
二
十
七
日
に
新
宮
内
陣
へ
安
座
し
、
翌
日
に
は
開
眼
供
養
の

神
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
仏
師
民
部
も
本
社
御
床
で
拝
礼
し
、
神
酒
も
頂
い
た
。
そ
の
後
本
坊
で
も
仏
師
民
部
へ
料
理
を
下
さ
れ
た
。

御
神
眸
の
減
損
と
い
う
非
常
事
態
に
仏
師
民
部
は
内
密
に
そ
の
再
興
を
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
民
部
は
日
光
山
の
実
質
的
な
支
配
で
あ
る

幕
府
か
ら
の
公
的
な
修
復
だ
け
で
な
く
、
日
光
山
側
の
特
別
な
事
情
や
意
向
も
熟
知
し
て
い
る
点
か
ら
、
日
光
山
か
ら
も
全
面
的
な
信
頼

を
得
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

延
享
の
修
復
事
業

仏
師
民
部
の
活
躍
は
次
の
延
享
の
修
復
事
業
で
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
御
番
所
日
記
」
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
二
月
二
十
三
日
条
に
は
「
辰
中
剋
御
被
官
諸
職
人
召
連
諸
々
見
分
有
之
児
嶋
孫
七
仏
師
共
召

連
内
々
二
て
護
摩
堂
本
尊
拝
見
有
之
」
と
あ
っ
て
仏
師
が
護
摩
堂
本
尊
を
見
分
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
仏
師
」
が
民
部
ら
で
あ

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
は
た
し
て
翌
日
に
は
「
児
嶋
孫
七
仏
師
民
部
参
随
神
見
分
折
戸
小
左
衛
門
林
久
三
郎
参
上
」
と
あ
っ
て
民

部
が
随
神
像
を
見
分
し
た
記
事
を
み
る
。
二
十
五
日
に
は
本
地
堂
仏
像
、
二
十
八

H
に
は
奥
院
御
拝
殿
行
事
檀
等
を
民
部
が
そ
れ
ぞ
れ
見

分
し
て
い
る
。

寛
保
四
年
二
月
五
日
に
は
、
御
神
宝
見
分
役
朝
比
奈
弥
市
郎
が
仏
師
民
部
、
林
太
郎
兵
衛
、
林
又
三
郎
と
共
に
銅
御
蔵
に
て
内
密
に
御

深
秘
御
道
具
、
奥
院
の
天
蓋
を
拝
見
し
、
所
々
の
仏
像
等
を
諸
職
人
へ
受
け
渡
し
て
い
る
。
―
一
月
七
日
に
は
本
地
堂
・
護
摩
堂
の
仏
像
、

道
具
類
を
神
宝
方
職
人
へ
渡
し
て
お
り
、
修
復
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
「
宿
直
所
日
記
」
三
月
二
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
御
霊
屋
御
宝
塔
仏

ほ
か
が
外
遷
座
し
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
見
分
・
修
復
に
は
御
神
宝
見
分
役
の
朝
比
奈
弥
市
郎
や
児
嶋
孫
七
な
ど
が
同
行
し
て
い
た
が
、
以
前
か
ら
修
復
の
旨
は
御
番

所
へ
届
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
幕
府
の
作
事
方
に
引
率
さ
れ
て
不
徹
底
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
四
月
二
十
八
日
に
仏
師
民
部
、

折
戸
小
左
衛
門
は
御
番
所
に
呼
ば
れ
て
叱
責
を
受
け
る
。
「
宿
直
所
日
記
」
同
日
条
に
は
次
の
記
述
を
み
る
。

大
仏
師
民
部
折
戸
小
左
衛
門
召
呼
前
々
御
道
具
御
修
復
等
之
節
番
所
迫
届
有
之
候
所
近
来
届
無
之
候
巳
来
御
道
具
下
ケ
候
者
前
日
相
届

候
様
二
申
渡
尤
相
納
候
節
も
前
日
可
相
届
旨
申
候
其
段
御
神
宝
方
江
も
両
人
方
ヨ
リ
相
通
候
様
二
申
渡
候
慮
奉
畏
候
由
尤
唯
今
迫
不
届

段
何
分
二
も
宜
御
同
役
様
江
被
仰
上
被
下
候
様
二
両
人
共
二
申
ス

こ
れ
以
後
は
た
び
た
び
御
番
所
へ
届
出
を
行
う
民
部
の
姿
が
「
宿
直
所
日
記
」
に
登
湯
す
る
。
八
月
十
三
日
に
は
「
護
摩
堂
本
尊
彩
色

出
来
二
付
相
納
」
、
十
六
日
に
は
「
御
石
之
間
御
駒
犬
内
納
」
、
ま
た
二
十
二
日
に
は
御
内
陳
駒
犬
御
道
具
等
相
納
」
の
た
め
御
番
所
に
来

た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
「
法
橋
民
部
」
と
記
さ
れ
、
民
部
は
生
存
し
て
お
れ
ば
九

0
歳
の
高
齢
で
も
あ
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
に
は
朝
比
奈
弥
市
郎
が
手
代
四
名
と
仏
師
民
部
、
折
戸
小
左
衛
門
、
林
又
三
郎
を
率
い
て
内
陣
の
道
具
類
、
御
帳
台
、

高
御
座
、
御
机
、
狛
犬
等
を
拝
殿
と
東
西
の
御
着
座
の
間
に
移
動
さ
せ
、
ま
た
本
地
堂
、
輪
蔵
の
道
具
も
そ
こ
へ
移
動
さ
せ
て
仮
置
き
し

た
。
二
十
七
日
の
見
分
が
済
ん
だ
後
に
受
取
る
手
筈
に
な
っ
て
お
り
折
戸
小
左
衛
門
が
封
印
を
行
っ
て
い
る
。
二
十
七
日
に
は
大
工
頭
、

作
事
下
奉
行
、
日
光
奉
行
、
御
留
守
居
目
代
大
楽
院
、
中
麿
修
理
、
古
嶋
大
膳
の
見
分
が
終
了
し
、
了
琢
が
宝
塔
内
に
入
り
、
民
部
、
折

戸
小
左
衛
門
も
参
上
、
神
人
の
移
動
作
業
を
手
伝
っ
て
い
る
。
翌
日
も
仮
殿
へ
内
陣
荘
厳
設
置
の
た
め
に
出
仕
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
〇

（ママ）

月
十
一
日
に
も
朝
比
奈
弥
市
郎
ら
と
と
も
に
「
奥
院
御
神
宝
天
蓋
行
事
檀
仏
具
等
不
残
鶴
御
香
纏
御
宝
塔
前
蓮
花
見
分
」
を
見
分
し

て
い
る
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

一
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日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

一
、
大
仏
師
左
京
御
玄
関
迄
参
上
、

口
上
覚

此
度
私
儀
、
大
仏
師
職
家
督
相
続
、
御
所
表
よ
り
被
為
仰
付
、
難
有
奉
存
候
、
右
御
礼
御
届
奉
申
上
候
、
以
上
、

四

民
部
没
後
の
日
光
山

一
七

さ
て
、
民
部
没
後
の
日
光
山
の
修
復
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
御
番
所
日
記
」
で
は
そ
の
後
も
「
法
橋
民
部
」

が
登
湯
し
、
次
世
代
と
み
ら
れ
る
民
部
が
登
湯
し
て
い
る
。

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
日
光
山
の
修
復
で
は
、
同
年
二
月
十
四
日
に
山
田
常
右
衛
門
と
手
代
に
引
率
さ
れ
て
仏
工

法
橋
左
京
、
法
橋
民
部
、
七
條
中
務
、
町
仏
師
の
四
人
が
揃
っ
て
仏
像
の
見
分
に
訪
れ
て
い
る
。
「
護
摩
堂
五
大
尊
井
十
二
天
誕
生
仏
見

分
相
済
於
本
地
堂
日
光
月
光
十
二
神
四
天
博
大
士
普
成
普
建
愛
染
明
王
星
神
雷
神
風
神
随
神
等
見
分
」
と
あ
っ
て
日
光
山
の
主
要
な
仏
像

が
見
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
「
日
光
奉
行
」
の
稲
生
備
中
守
正
延
、
大
楽
院
、
忍
教
房
、
当
番
斎
藤
主
馬
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
仏
工
法
橋
左
京
」
「
七
條
中
務
」
が
七
条
仏
師
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
類
似
し
た
仏
師
名
と
し
て
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
四
月
に
「
大
仏
師
職
法
眼
左
京
輔
七
条
中
勢
」
が
発
給
し
た
「
請
取
申
金
子
之
事
四
季
講
堂
御
仏
像
御
用
御
入
用
之

内
」
、
同
年
八
月
に
大
仏
師
職
法
眼
左
京
・
七
条
中
勢
が
発
給
し
た
「
四
季
講
堂
仏
像
修
理
料
受
取
覚
書
」
が
叡
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

(
2
0
)
0

今
こ
の
文
書
が
「
仏
師
系
図
」
二
十
九
代
康
音
に
み
る
「
宝
暦
四
戌
八
月
日
吉
山
王
社
井
諸
堂
根
本
中
堂
大
講
堂
戒
壇
堂
浄
土
院
外
谷
々

修
復
」
の
記
述
と
対
応
す
る
な
ら
ば
、
「
仏
工
法
橋
左
京
」
は
寛
延
四
年
に
有
徳
院
の
御
尊
体
と
位
牌
を
調
進
し
た
康
音
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
「
七
條
中
務
」
に
つ
い
て
は
『
妙
法
院
日
次
記
』
宝
暦
八
年
十
一
月
十
日
条
に
次
の
記
述
を
み
る

(
2
1
)
0



口
上
覚
は
、
中
務
が
大
仏
師
職
家
督
を
相
続
し
、
七
条
左
京
と
な
っ
た
御
礼
と
届
出
に
妙
法
院
へ
参
上
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
「
七
條
中
務
」
は
七
条
左
京
康
音
の
次
代
で
あ
る
三

0
代
康
伝
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
二
十
九
代
康
音
と
一
―

1
0代
康
伝
と
が
日
光
山

の
見
分
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

二
月
十
五
日
に
は
再
び
山
田
常
右
衛
門
ら
が
「
仏
師
」
を
召
し
つ
れ
て
「
御
宮
井
別
所
附
御
供
所
諸
仏
」
を
、
十
七
日
に
は
「
陽
明
御

門
御
額
井
御
石
之
間
燈
憂
護
摩
堂
付
仏
具
等
見
分
」
の
た
め
に
「
御
神
宝
方
仏
師
等
大
勢
出
勤
」
し
た
と
あ
っ
て
、
彼
等
四
名
の
位
置
づ

け
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
十
八
日
に
は
「
従
辰
中
刻
仮
御
本
地
堂
二
て
仏
具
井
御
常
用
御
道
具
見
分
山
田
常
右
衛
門
井
手
代
両
人
深
秘
職
人

浜
岡
道
泉
七
條
中
務
神
宝
方
職
人
数
輩
参
上
稲
生
備
中
守
殿
御
立
合
大
楽
院
修
理
出
合
」
と
あ
っ
て
七
條
中
務
が
「
深
秘
職
人
」
と
称
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

さ
て
見
分
に
引
き
続
い
て
直
ち
に
仏
像
修
復
が
開
始
さ
れ
る
か
に
思
え
た
が
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
六
月
二

0
日
に
将
軍
吉
宗
が

逝
去
し
、
修
復
は
一
時
中
止
と
な
っ
た
。
再
開
さ
れ
る
の
は
翌
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。

「
御
番
所
日
記
」
で
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
―
-
）
八
月
二
十
六
日
に
銅
御
蔵
を
開
け
、
石
之
間
の
狛
犬
一
対
と
各
台
座
を
「
法
橋
中
務
」

に
渡
し
、
ま
た
「
御
本
地
堂
仏
像
」
を
細
工
所
へ
移
動
し
た
こ
と
を
記
す
ほ
か
、
九
月
九
日
に
は
祝
儀
の
た
め
に
御
用
絵
師
了
琢
と
法
橋

左
京
が
来
た
こ
と
、
十
月
四
日
に
は
「
七
條
中
務
」
が
「
御
用
相
仕
廻
発
足
之
旨
」
の
た
め
の
暇
乞
い
に
参
上
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
御

用
の
暇
乞
い
と
は
前
年
に
逝
去
し
た
有
徳
院
（
吉
宗
）
関
係
の
造
像
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
翌
年
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
三
月

寅
十
一
月

大
仏
師
職法

橋
左
京中

務
事

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

一
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日
光
山
と
仏
師
民
部
—
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

五

十
四
日
に
は
、
前
日
に
「
七
條
中
務
」
が
日
光
山
に
戻
っ
た
こ
と
を
伝
え
、

り
、
七
条
中
務
が
本
地
堂
へ
納
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
方
、
同
年
五
月
七
日
に
は
「
二
王
御
門
江
参
二
王
見
分
有
之
此
所
ー
一
而
山
田
常
右
衛
門
手
代
召
連
出
会
法
橋
民
部
罷
出
見
分
相
済
各

退
散
委
細
ハ
別
記
有
之
」
と
あ
っ
て
仁
王
像
の
見
分
を
「
法
橋
民
部
」
が
行
っ
た
こ
と
を
記
し
、
民
部
の
関
与
を
想
定
す
る
が
、
そ
の
後

具
体
的
な
修
復
記
事
は
以
後
の
「
御
番
所

H
記
」
に
登
場
し
な
い
。

以
上
、
宝
暦
時
の
修
復
事
業
に
つ
い
て
み
た
が
、
こ
の
折
に
は
七
条
仏
師
、
民
部
、
町
仏
師
の
三
者
が
見
分
を
行
い
、
本
地
堂
の
主
要

な
仏
像
に
つ
い
て
は
、
七
条
仏
師
で
あ
る
七
条
左
京
（
二
十
九
代
康
音
）
と
七
条
中
務
（
三

0
代
康
偕
）
が
担
当
し
、
民
部
も
仁
王
像
に

関
与
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
の
修
復
事
業
で
は
七
条
仏
師
が
優
位
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

日
光
山
と
民
部

四
月
二
十
八
日
に
は

一
九

「
御
本
地
堂
四
天
尊
像
」

の
修
復
が
な

以
上
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
を
端
緒
に
七

0
年
ほ
ど
の
日
光
山
の
修
復
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
元
禄
の
修
復
で
は
天
和
三
年
の
修

復
事
業
と
同
様
に
七
条
仏
師
の
康
祐
・
康
伝
ら
と
民
部
・
宮
内
・
運
永
ら
「
関
東
仏
師
」
の
仏
師
が
競
望
す
る
か
に
思
わ
れ
た
が
、
康
祐

の
「
積
方
」
の
不
正
が
露
見
し
て
日
光
を
追
放
さ
れ
民
部
・
宮
内
・
運
永
ら
が
仏
像
修
復
に
携
わ
り
、
そ
の
後
民
部
が
流
罪
と
な
っ
た
間

も
「
関
東
仏
師
」
が
修
復
を
携
わ
り
、
放
免
後
、
民
部
は
日
光
山
の
修
復
に
深
く
関
わ
り
、
公
儀
の
正
徳
・
享
保
・
宝
暦
の
各
仏
像
修
復

事
業
を
ほ
ぼ
独
占
し
続
け
、
内
密
な
尊
像
見
分
や
修
復
な
ど
に
も
携
わ
る
な
ど
日
光
山
か
ら
も
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
た
。
民
部
没
後
も

多
少
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
七
条
仏
師
に
よ
る
修
復
が
再
び
行
わ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。



日
光
山
と
仏
師
民
部
—
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

民
部
や
一
蝶
と
交
遊
の
あ
っ
た
権
家
と
し
て

幕
府
の
威
光
を
誇
示
す
る
日
光
山
の
修
復
に
仏
師
民
部
が
こ
れ
ほ
ど
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
が
、
既
に
正
徳

の
修
復
で
見
た
よ
う
に
「
御
番
所
」
で
も
把
握
し
て
い
な
い
三
仏
堂
諸
像
の
修
復
を
行
い
、
依
頼
を
受
け
る
前
か
ら
「
仏
像
御
修
覆
小

屋
」
が
仮
設
さ
れ
る
な
ど
、
日
光
山
に
お
け
る
民
部
の
関
与
は
日
光
山
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
旧
稿

で
も
指
摘
し
た
(22)

よ
う
に
当
時
の
造
像
機
会
の
獲
得
は
、
仏
師
の
伝
統
に
頼
る
よ
り
も
む
し
ろ
合
理
的
な
関
係
に
拠
る
も
の
で
、
詳
細
不

明
な
が
ら
康
祐
・
康
伝
が
「
積
方
」
の
不
正
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
流
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
民
部
の

独
占
は
そ
う
し
た
流
れ
に
抗
す
る
も
の
で
、
こ
こ
に
日
光
山
側
の
特
殊
な
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
既
に
稲
葉
正
能
（
河
内
守
）
が

進
め
た
修
復
事
業
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
光
山
の
修
復
は
経
済
的
事
情
か
ら
日
光
山
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
意
向
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
経
済
的
な
優
劣
だ
け
で
な
く
、
日
光
山
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
輪
王
寺
宮
」
は
平
時
、
上
野
東
叡
山
に
住
居
し

た
た
め
に
日
光
山
に
は
当
初
、
本
坊
留
守
居
役
以
下
の
諸
職
役
が
置
か
れ
て
現
地
を
支
配
統
制
し
て
お
り
、
幕
府
も
日
光
目
付
を
置
い
て

両
者
協
力
し
て
維
持
管
理
に
務
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
元
禄
十
三
年
八
月
に
日
光
奉
行
が
置
か
れ
、
日
光
山
支
配
で
の
幕
府
側
の
意
向
が

大
き
く
作
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
日
光
奉
行
が
幕
府
の
意
志
を
示
す
の
に
対
し
て
日
光
山
は
事
務
レ
ベ
ル
で
日
光
奉
行
と
の
交
渉
に
あ
た

る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
の
問
題
は
上
野
（
東
叡
山
）
執
当
を
通
じ
て
、
老
中
、
寺
社
奉
行
な
ど
幕
府
首
脳
へ
意
志
を
表
明
し
、
湯
合
に

よ
っ
て
は
輪
王
寺
宮
が
関
与
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
経
済
的
に
も
ま
た
意
向
や
意
志
表
明
の
点
で
も
日
光
山
が
完

全
に
東
叡
山
の
従
属
下
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

(
2
3
)
0

折
か
ら
の
幕
府
財
政
難
の
折
、
複
数
の
仏
師
見
分
に
よ
る
修
復
事
業
の
計
画
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
「
御
番
所
日
記
」
に
頻
出
す
る

「
見
分
」
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
の
元
禄
以
降
の
民
部
、
民
部
方
の
重
用
は
異
常
と
も
思
え
、
あ
る
種
の
別
な
事
情

が
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

い
ま
少
し
民
部
の
行
状
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
『
一
蝶
流
譲
考
』
に
よ
れ
ば
、

二
0



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

本
庄
道
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烏
丸
光
広
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六
角
広
賢
一
丁
本
庄
道
章

ゴ
ー
娘

"
"
[
養
女

r

六「治

含
宗
正
[
*
[
[
ロ
ー
」
娘

天
海
'
,
'
‘
[
/
[
口
守
澄
法
親
／
〗
口
天
真
法
親
王
②

後

水

尾

天

皇

後

西

天

皇

公

弁

法

親

王

③

六
角
広
治
の
父
広
賢
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
輪
王
寺
門
跡
に
な
っ
た
後
水
尾
天
皇
皇
子
、
守
澄
法
親
王
の
関
東
下
向
に
伴
っ
て

江
戸
に
移
住
し
て
い
る
。
ま
た
六
角
広
治
は
広
賢
の
死
後
、
母
方
の
祖
父
で
あ
る
本
庄
道
芳
に
養
育
さ
れ
て
お
り
、
延
宝
三
年
（
一
六
七

女

[
①
…
は
輪
王
寺
門
跡
]

本
庄
資
俊
や
六
角
広
治
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
彼
等
の
関
係
図
を
試
み
に
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



五
）
七
月
二
十
八
日
に
は
守
澄
法
親
王
の
推
挙
に
よ
り
将
軍
徳
川
家
綱
に
御
目
見
し
て
い
る
。
本
庄
資
俊
の
父
本
庄
宗
賢
は
桂
昌
院
と
兄

弟
で
あ
り
、
関
係
図
か
ら
は
本
庄
資
俊
と
六
角
広
治
と
は
遠
縁
の
関
係
に
あ
た
る
。
本
庄
家
、
六
角
家
に
通
じ
る
こ
と
は
輪
王
寺
門
跡
で

あ
る
守
澄
法
親
王
や
将
軍
綱
吉
と
も
縁
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
庄
資
俊
、
六
角
広
治
と
遊
蕩
仲
間
で
あ
っ
た
仏
師
民

部
が
日
光
山
で
の
修
復
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
状
況
を
み
る
と
、
仏
師
民
部
に
と
っ
て
彼
等
と
の
関
係
は
単
な
る
親
交
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
八
丈
島
流
罪
ま
で
な
っ
た
仏
師
民
部
の
放
蕩
の
背
後
に
は
し
た
た
か
な
計
算
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

日
光
山
に
と
っ
て
も
幕
府
、
輪
王
寺
宮
門
跡
双
方
に
関
係
す
る
人
物
と
の
繋
が
り
の
あ
る
仏
師
民
部
を
無
碍
に
で
き
ず
、
ま
た
日
光
山

の
現
状
を
知
る
日
光
奉
行
に
と
っ
て
も
、
民
部
は
日
光
山
側
、
幕
府
側
双
方
を
納
得
す
る
だ
け
の
存
在
で
、
財
政
難
の
折
に
修
復
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
切
札
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
内
密
に
修
復
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
を
知
る
民
部
の
起
用
は
日
光

山
の
意
向
を
直
接
幕
府
へ
示
す
こ
と
の
出
来
な
い
精
一
杯
の
抵
抗
と
も
見
て
と
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
で
民
部
は
日
光
山
修
復
を
独
占
し

得
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
。

以
上
、
民
部
と
日
光
山
と
の
深
い
関
係
を
み
た
が
、
「
御
番
所
日
記
」
で
は
仏
師
民
部
の
後
裔
は
、
修
復
事
業
を
七
条
仏
師
に
奪
わ
れ

日
光
山
か
ら
撤
退
す
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
民
部
後
裔
ら
日
光
山
修
復
に
関
わ
る
仏
師
を
「
御
神
宝
方
仏
師
」

あ
る
い
は
「
深
秘
職
人
」
と
称
し
、
更
に
は
『
一
蝶
流
鏑
考
』
が
記
す
「
其
後
紅
葉
山
御
用
仏
師
の
事
に
付
御
用
被
仰
付
、
御
細
工
所
頭

之
支
配
と
成
」
る
と
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
以
後
は
日
光
山
の
実
質
的
な
ト
ッ
プ
で
あ
る
東
叡
山
あ
る
い
は
幕
府
関
係
の
修
復
事

業
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
叡
山
寛
永
寺
に
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
「
東
叡
山
御
深
秘
職

大
仏
師
法
橋
兵
部
定
慶
」
に
よ
る
四
天
王
像
が
安
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
定
慶
は
天
明
二
年
（
一
七
八
―
-
）
に
旧
江
戸
城
紅
葉
山
厳
有
院
霊

廟
四
天
王
像
（
現
増
上
寺
像
）
、
同
常
憲
院
霊
廟
四
天
王
像
（
現
神
奈
川
・
泉
澤
寺
像
）
を
修
復
し
て
お
り
、
翌
年
に
は
東
京
・
輪
王
寺

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

一
日
光
御
門
跡
江
上
使
戸
田
山
城
守
ヲ
以
被
仰
遣
候
趣

一
御
代
々
御
霊
屋
之
義
、
御
代
も
次
第
二
重
り
候
処
二
御
銘
々
御
霊
屋
等
可
被
建
置
候
事
ニ
ハ
有
之
間
敷
、
兼
々
思
召
候
、
此
以
後

軽
キ
御
修
復
ハ
格
別
、
御
造
営
ハ
不
被
遊
、
御
霊
屋
之
数
ヲ
可
被
減
旨
、
思
召
候
事

御
女
義
様
方
御
霊
屋
勿
論
同
断

一
今
度
東
叡
山
大
猷
院
様
御
霊
屋
焼
失
二
付
テ
御
再
興
被
成
間
敷
候
、
厳
有
院
様
御
霊
屋
へ
御
移
シ
可
被
成
思
召
候
事

一
御
位
牌
料
所
等
ハ
、
前
々
之
通
可
被
附
置
候
聞
、
御
堂
勤
行
之
義
、
御
位
牌
前
へ
差
支
無
之
様
、
作
略
可
有
之
事
、

寺
社
辛
．
牧
野
因
唱
守
阻
越

開
山
堂
天
海
僧
正
座
像
な
ど
を
修
復
し
て
い
る
(24)
。
こ
れ
ら
の
修
復
銘
に
は
法
橋
兵
部
定
慶
の
倅
菊
池
大
弐
定
暁
の
名
も
付
さ
れ
て
お

り
、
仏
師
民
部
が
「
菊
池
」
姓
を
名
乗
っ
た
点
か
ら
す
れ
ば
そ
の
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
憶
測
す
れ
ば
、
民
部
不

在
の
日
光
山
修
復
事
業
を
支
え
た
「
関
東
仏
師
」
と
り
わ
け
江
戸
仏
師
は
幕
府
御
用
に
関
わ
っ
た
あ
る
種
の
自
負
を
持
ち
得
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
頃
と
み
ら
れ
る
鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
彫
像
再
興
に
関
し
て
仏
像
再
興
の
「
利
徳
之
分
」
を

十
一
に
分
け
、
江
戸
仏
師
を
八
、
鎌
倉
仏
師
を
三
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
江
戸
仏
師
発
給
の
「
談
合
」
文
書
が
鎌
倉
仏
師
で
あ
る
加
納
家

に
残
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（
お
）
、
江
戸
仏
師
の
高
圧
的
要
求
に
「
幕
府
御
用
」
の
威
光
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
七
条
仏
師
に
と
っ
て
は
既
に
由
緒
あ
る
本
山
格
の
社
寺
は
市
井
の
京
都
仏
師
に
造
像
や
修
復
の
機
会
を
奪
わ
れ
、
今
ま
た
幕
府

に
関
係
す
る
日
光
山
で
も
民
部
ら
「
関
東
仏
師
」
に
侵
食
さ
れ
る
な
ど
往
時
の
隆
盛
は
凋
落
し
て
い
っ
た
。
「
仏
師
系
図
」
は
二
十
九
代

康
音
以
降
、
そ
の
記
述
が
減
少
し
幕
府
関
係
の
活
動
も
「
御
尊
鉢
御
尊
牌
」
な
ど
の
調
進
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

幕
府
の
財
政
再
建
を
図
っ
た
八
代
将
軍
吉
宗
は
享
保
五
年
(
-
七

110)
八
月
三
日
に
霊
廟
の
新
造
禁
止
を
打
ち
出
し
た
。
今
「
柳
営

日
次
記
」
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

(
2
6
)
0
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右
之
思
召
故
、
御
自
身
之
御
位
牌
殿
な
と
の
義
ハ
申
に
不
及
、
御
位
牌
料
其
他
御
法
事
等
格
別
減
少
可
被
仰
付
候
条
此
段
も
兼
々
御
聞

置
候
様
二
思
召
候
、
以
上

こ
れ
に
よ
っ
て
享
保
二
年
三
月
一
九
日
に
芝
に
造
営
さ
れ
た
有
章
院
（
徳
川
家
継
）
霊
廟
を
最
後
と
し
て
以
後
の
将
軍
は
従
前
の
霊
廟

に
合
祀
さ
れ
た
。
こ
の
菫
廟
整
理
は
七
条
仏
師
に
と
っ
て
打
撃
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
将
軍
徳
川
家
康
の
霊
廟
が
久
能
山
東
照

宮
、
日
光
東
照
宮
に
造
営
さ
れ
て
以
降
、
芝
・
増
上
寺
境
内
に
台
徳
院
（
秀
忠
）
以
下
の
璽
廟
が
、
上
野
・
寛
永
寺
境
内
に
大
猷
院
（
家

光
）
以
下
の
霊
廟
、
日
光
山
に
も
大
猷
院
霊
廟
が
造
営
さ
れ
、
さ
ら
に
江
戸
城
内
紅
葉
山
に
も
歴
代
将
軍
の
璽
廟
が
造
営
さ
れ
た
。

将
軍
霊
廟
は
、
二
天
門
（
惣
門
）
、
勅
額
門
、
鐘
楼
、
水
盤
舎
、
井
戸
屋
形
、
中
門
、
拝
殿
、
相
の
間
、
本
殿
（
御
霊
殿
）
か
ら
な
る

エ
リ
ア
と
唐
門
・
拝
殿
・
中
門
・
宝
塔
か
ら
な
る
奥
院
（
奥
社
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
吉
宗
は
こ
の
う
ち
の
奥
院
の
中
門
と
宝
塔
の

み
を
残
し
て
、
他
の
造
営
を
す
べ
て
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
「
仏
師
系
図
」
に
記
載
さ
れ
る
康
知
が
調
進
し
た
日
光
山
及
び

東
叡
山
大
猷
院
盤
廟
で
の
仏
像
安
置
状
況
を
み
る
と
、
二
天
門
ー
ニ
天
像
（
惣
門
ー
仁
王
像
・
ニ
天
像
）
、
本
殿
（
御
霊
殿
）
ー
将
軍
御

影
像
、
四
天
王
像
、
宝
塔
ー
御
忌
仏
像
と
な
る
。
吉
宗
の
霊
廟
整
理
以
後
は
、
僅
か
に
将
軍
御
影
像
と
四
天
王
像
、
位
牌
の
み
が
七
条
仏

師
の
調
進
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
御
法
事
等
格
別
減
少
」
の
こ
と
で
各
年
忌
ご
と
に
製
作
さ
れ
た
御
忌
仏
像
も
な
く
な

り
、
七
条
仏
師
は
幕
府
御
用
の
大
幅
な
減
少
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
享
保
九
年
に
は
一
般
の
社
寺
に
対
し
て
も
三
尺
以
上

の
仏
像
は
許
可
制
に
な
る
な
ど
、
七
条
仏
師
の
造
像
基
盤
は
さ
ら
に
脆
弱
化
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
近
世
彫
刻
史
の
展
開
を
踏
ま
え
て
日
光
山
の
修
復
事
業
を
み
れ
ば
、
民
部
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
仏
師
の
隆
盛
と
斜
陽
し
て

い
く
七
条
仏
師
の
姿
を
如
実
に
示
し
て
お
り
、
「
御
番
所
日
記
」
は
七
条
仏
師
の
凋
落
と
幕
府
御
用
の
交
代
を
静
か
に
物
語
っ
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
1

ニ
四



日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

二
五

文
星
芸
循
大
学

[
註
記
]

(
l
)
日
光
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
日
光
市
史
』
[
通
史
編
]
中
巻
日
光
市

7
几
七
九
年
+
二
月
o

(
2
)
北
口
英
雄
「
日
光
山
輪
王
寺
法
華
堂
内
の
仏
像
群
に
つ
い
て
」

(
I
)
S
(
V
)
『
文
星
紀
要
』
六

s
-
0号

四
年
三
月
S
一
九
九
八
年
三
月
。

(
3
)
『
伊
豆
諸
島
文
化
財
総
合
調
査
報
告
』
第
一
分
冊
（
東
京
都
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集
）
東
京
都
教
育
委
員
会
一
九
五
八
年
三
月
、

『
伊
豆
諸
島
文
化
財
総
合
調
査
報
告
第
三
分
冊
（
東
京
都
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
集
）
東
京
都
教
育
委
員
会
一
九
六
0
年
三
月
。

(
4
)
東
京
都
台
東
区
自
性
院
不
動
明
王
像
内
に
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
年
に
石
町
四
丁
目
に
住
む
大
仏
師
民
部
が
修
復
し
た
旨
の
文
書
が

あ
り
、
本
稿
で
述
べ
る
民
部
の
父
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
『
台
東
区
の
文
化
財
保
護
』
第
一
集
台
東
区
教
育
委
員
会
一
九
九
三
年
三
月
。

(
5
)
涼
仙
老
樵
『
一
蝶
流
譲
考
』
（
『
続
燕
石
十
種
』
第
一
巻
中
央
公
論
社
一
九
八

0
年
五
月
）
、
喜
多
村
信
節
『
箔
庭
雑
録
』
（
『
日
本
随
筆

大
成
第
二
期
』
七
吉
川
弘
文
館
一
九
九
四
年
九
月
）
。

(
6
)
『
箔
庭
雑
録
』
の
割
注
に
「
何
の
罪
科
と
い
ふ
事
さ
だ
か
な
ら
ず
、
江
戸
真
砂
の
説
も
信
じ
が
た
く
、
又
、
竜
渓
小
説
（
一
蝶
流
譲
筆
者

注
）
に
い
へ
る
は
、
殊
更
妄
誕
也
」
と
み
え
る
。

(
7
)
東
照
宮
社
務
所
編
『
日
光
叢
書
御
番
所
日
記
』

(
-
S九
）
東
照
宮
社
務
所
一
九
三
一
年
一

0
月
S
一
九
三
九
年
九
月
。
同
『
社
家
御

番
所
日
記
』

(
-
O
S二
ニ
）
同
一
九
七

0
年
S
一
九
八
二
年
八
月
。

(
8
)
三
仏
堂
馬
頭
観
音
坐
像
の
背
面
に
は
天
和
三
年
九
月
吉
日
に
康
祐
が
再
興
し
た
旨
の
銘
記
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
『
重
要
文
化
財
輪
王
寺
本

堂
（
三
仏
堂
）
修
理
工
事
報
告
書
』
日
光
二
社
一
寺
保
存
委
員
会
一
九
六
三
年
十
一
月
）
。
ま
た
康
祐
の
彫
物
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
伊

東
龍
一
「
日
光
東
照
宮
の
天
和
度
修
理
に
お
け
る
彫
物
工
事
担
当
の
エ
匠
に
つ
い
て
」
（
『
学
循
講
演
梗
概
集
F
都
市
計
画
建
築
経
済
・
住
宅

問
題
建
築
歴
史
・
意
匠
』
一
九
八
七
日
本
建
築
学
会
一
九
八
七
年
八
月
）
に
詳
し
い
。

(9)
惣
奉
行
に
彦
根
藩
主
井
伊
直
興
、
助
役
大
名
に
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
が
指
名
さ
れ
た
。

(IO)
『
奈
良
県
中
世
彫
刻
調
査
報
告
宿
院
仏
師
ー
戦
国
時
代
の
奈
良
仏
師
ー
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
一
九
九
八
年
一

1

一月。

(
l
l
)
長
田
寛
康
•
長
谷
洋
一
「
江
戸
時
代
の
仏
像
と
仏
師
の
研
究
ー
高
野
山
大
門
金
剛
力
士
像
と
関
連
文
書
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
大
阪
経
済

大
学
教
養
部
紀
要
』
一
八
大
阪
経
大
学
会
二

0
0
0年
十
二
月
。

(12)
宗
福
寺
体
内
木
札
銘
に
は
元
禄
十
三
年
の
年
紀
と
「
武
州
江
戸
住
八
丈
嶋
流
罪
之
硼
四
十
四
歳
に
而
／
運
慶
末
流
大
仏
師
民
部
造
之
」

と
あ
り
、
民
部
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
久
野
健
編
『
関
東
彫
刻
の
研
究
』
学
生
社
一
九
六
九
年
一
〇

一
九
九



月。
(13)
宮
内
、
運
永
（
運
恵
）
の
名
は
日
光
山
に
現
存
す
る
仏
像
の
銘
記
か
ら
は
見
い
だ
せ
ず
、
他
の
在
銘
作
品
か
ら
も
確
定
は
困
難
で
あ
る
。

た
だ
『
一
蝶
流
譲
考
』
で
民
部
を
「
鎌
倉
仏
師
」
と
し
て
い
る
点
に
留
意
す
れ
ば
、
鎌
倉
仏
師
の
後
藤
家
に
読
み
を
同
じ
く
す
る
「
運
栄
」

（
過
去
帳
で
は
元
禄
十
二
年
正
月
に
没
）
が
い
る
。

(14)
江
口
正
尊
「
仏
師
『
藤
村
忠
円
』
に
つ
い
て
」
『
東
日
本
学
園
大
学
教
養
部
論
集
』
＋
一
東
日
本
学
園
大
学
教
養
部
一
九
八
五
年
五
月
。

(15)
「
薬
師
如
来
脇
立
日
光
・
月
光
之
注
文
書
」
「
大
仏
師
法
橋
康
祐
仏
像
注
文
書
」
等
。
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
四
、
石
清
水
文
書
之
五
、

文
書
番
号
一
三
四
七
＼
一
三
五
二
）
。

(16)
な
お
こ
の
時
に
伊
達
家
勘
定
代
銀
帳
の
う
ち
「
御
仏
殿
御
仏
像
方
諸
色
代
銀
帖
」
一
冊
が
東
照
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

(17)
秋
本
典
夫
『
近
世
日
光
山
史
の
研
究
』
（
名
著
出
版
一
九
八
二
年
七
月
）
。

(18)
先
の
康
伝
と
同
一
人
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
判
断
を
保
留
し
た
い
。

(19)
前
掲
注

(
8
)
。

(20)
宝
暦
五
年
四
月
「
請
取
申
金
子
之
事
四
季
講
堂
御
仏
像
御
用
御
入
用
之
内
」
（
別
諸
修
一

0
九
'
1
1
1
)

、
宝
暦
五
年
八
月
「
四
季
講
堂
仏

像
修
理
料
受
取
覚
書
」
（
別
諸
修
一

0
九
'
-
)
。
と
も
に
延
暦
寺
『
叡
山
文
庫
文
書
絵
図
目
録
』
（
臨
川
書
店
一
九
九
四
年
五
月
）
六
四
一

頁。
(21)
『
史
料
纂
集
妙
法
院
日
次
記
』
第
十
二
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
五
年
十
二
月
。

(22)
前
掲
注

(11)
。

(23)
前
掲
注

(17)
。

(24)
『
寛
永
寺
及
び
子
院
所
蔵
文
化
財
総
合
調
査
報
告
』
（
第
三
巻
）
彫
刻
・
エ
芸
品
編
東
京
都
教
育
委
員
会
二

0
0二
年
三
月
。

(25)
鎌
倉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鎌
倉
市
史
近
世
通
史
編
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九

0
年
三
月
。

(26)
内
閣
文
庫
蔵
「
柳
営
日
次
記
」
（
同
マ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
雄
松
堂
書
店
）
。
な
お
同
様
の
記
事
は
『
有
章
院
殿
御
実
紀
』
（
徳
川
実
記
）
享
保

五
年
（
一
七
二

0
)
八
月
三
日
条
に
も
み
え
る
。

日
光
山
と
仏
師
民
部
ー
元
禄
か
ら
宝
暦
の
修
復
事
業
を
通
し
て
ー

二
六


